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０７
春
闘
／
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
る
労
使
の
主
張 

　
　
　
　
　
―
―
連
合
の
方
針
と
日
本
経
団
連
の
報
告
な
ど
か
ら 

　 　
労
使
と
も
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・ 

　
バ
ラ
ン
ス
」
を
重
視 

　
〇
七
春
闘
は
二
月
中
旬
か
ら
大
手
組
合
が

要
求
書
を
提
出
し
、
交
渉
が
本
格
化
し
て
い

る
。
格
差
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
賃
上
げ
に
関
心
が
集
ま

っ
て
い
る
。
格
差
や
労
働
分
配
率
の
是
正
の

観
点
か
ら
賃
上
げ
を
求
め
る
労
働
側
に
対
し

て
、
国
際
競
争
力
低
下
へ
の
懸
念
な
ど
か
ら

要
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
す
る
経
営
側
と

の
溝
は
深
く
、
交
渉
は
難
航
が
予
想
さ
れ
る
。 

　
一
方
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て

労
使
が
共
通
認
識
を
示
し
て
い
る
の
が
、
「
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
だ
。
連
合
は

今
年
、
「
春
季
生
活
闘
争
方
針
」
の
基
本
ス

タ
ン
ス
の
な
か
に
は
じ
め
て
、
「
仕
事
と
生

活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

を
は
か
る
た
め
、
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
」
と
の
方
針

を
書
き
込
ん
だ
。 

　
一
方
、
経
営
側
の
日
本
経
団
連
も
昨
年
一

二
月
に
発
表
し
た
今
春
交
渉
に
向
け
た
経
営

側
の
指
針
と
な
る
「
〇
七
年
版
経
営
労
働
政

策
委
員
会
報
告（
経
労
委
報
告
）」
の
冒
頭
、

御
手
洗
富
士
夫
会
長
に
よ
る
序
文
の
な
か
で
、

「
少
子
化
・
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
わ
れ
わ

れ
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）
の
実
現
に
も
挑
戦
す
べ
き

と
考
え
る
」
と
呼
び
か
け
た
。
そ
の
目
標
は

「
多
様
か
つ
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
に
あ
る
」

と
主
張
し
て
い
る
。 

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
を
重

視
す
る
点
で
は
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
労
働
側
が
「
労
働
時
間
短
縮
」

を
主
張
す
る
一
方
、
経
営
側
は
「
多
様
で
柔

軟
な
働
き
方
の
実
現
」
と
い
う
こ
と
で
、
基

本
ス
タ
ン
ス
は
異
な
っ
て
い
る
。
労
働
側
は

そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
第
一
歩
を
「
時
短
」
に

求
め
、
経
営
側
は
ま
ず
そ
の
目
標
（
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
）
を
掲
げ
た
と
見
る

こ
と
も
で
き
る
。 

　 　
初
の
労
使
ト
ッ
プ
会
談
で
も
議
題
に 

　
昨
年
一
〇
月
下
旬
、
御
手
洗
冨
士
夫
キ
ヤ

ノ
ン
会
長
が
日
本
経
団
連
会
長
に
就
任
し
て

か
ら
初
め
て
開
い
た
連
合
と
日
本
経
団
連
の

首
脳
懇
談
会
で
も
、
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
が
話
題
に
な
っ
た
。 

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

は
ま
ず
、
連
合
側
が
非
典
型
労
働
者
の
増
加

に
伴
う
正
社
員
の
負
担
増
が
労
働
時
間
の
長

短
二
極
化
を
も
た
ら
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
全
者
の
増
加
や
過
労
死
・
過
労
自
殺
と
い

っ
た
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と

指
摘
し
た
う
え
で
、
「
長
時
間
労
働
が
非
常

に
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
是

正
が
喫
緊
の
課
題
だ
」
と
強
調
。
労
働
時
間

の
規
制
を
外
す
自
律
的
労
働
時
間
制
度
（
日

本
版
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
）
に
つ
い
て
も
、
「
長
時
間
労
働
を
助
長

す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
の
懸
念
を

表
明
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
、
御
手
洗
会
長
は
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
多
様
化
し
て

い
る
ニ
ー
ズ
に
い
か
に
応
え
る
か
が
必
要
で

あ
り
、
労
働
時
間
短
縮
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
」
と
反
論
。
「
自
律
型
労
働
時
間
制
度
は
、

自
分
で
仕
事
の
裁
量
が
で
き
る
層
を
考
え
て

い
る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。 

　 　
日
本
経
団
連
の
基
本
的
な
考
え
方 

　
日
本
経
団
連
は
昨
年
五
月
、
「
産
業
界
・

企
業
に
お
け
る
少
子
化
対
策
の
基
本
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
を
確
認
し
て
い
る
。
そ

の
な
か
で
、
企
業
に
よ
る
主
体
的
な
取
り
組

み
に
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
」
を
位
置
づ
け
、
「
企

業
ト
ッ
プ
自
か
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
推
進
す

る
」
よ
う
求
め
て
い
る
。 

　
そ
の
柱
は
、
①
働
き
方
の
再
考
―
多
様
な

働
き
方
の
整
備
②
両
立
支
援
を
促
進
す
る
職

場
風
土
の
醸
成
―
の
二
本
。
多
様
な
働
き
方

再
考
の
内
容
と
し
て
は
、
「
性
別
・
年
齢
・

国
籍
を
問
わ
ず
、
多
様
な
人
材
の
能
力
発
揮

を
促
進
す
る
こ
と
」
を
前
提
に
、
企
業
そ
れ

ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
、
労
働
時
間
、
就
労

場
所
、
休
暇
な
ど
に
つ
い
て
、
多
様
な
働
き

方
の
選
択
肢
の
整
備
と
提
供
を
要
請
。
そ
の

具
体
例
と
し
て
、
「
短
時
間
勤
務
」
「
裁
量

労
働
」
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
在
宅
勤
務
」

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
と
く
に

子
育
て
世
代
の
働
き
方
の
再
考
が
必
要
だ
と

し
た
う
え
で
、
働
き
方
の
自
由
度
を
高
め
る

た
め
の
労
働
法
制
の
規
制
改
革
を
政
府
に
要

望
し
て
い
る
。 

　
一
方
、
両
立
支
援
を
促
進
す
る
職
場
風
土

の
醸
成
に
向
け
て
は
、
「
従
業
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
職
場
づ

く
り
」
を
目
標
に
、
経
営
ト
ッ
プ
が
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
経
営
上
の
基
本
方
針

の
一
つ
と
位
置
づ
け
て
推
進
す
る
こ
と
を
求

め
る
。
あ
わ
せ
て
制
度
整
備
だ
け
で
な
く
、

運
用
面
の
改
善
や
工
夫
が
重
要
だ
と
し
つ
つ
、

従
業
員
が
自
ら
の
生
き
方
・
働
き
方
を
考
え
、

行
動
で
き
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
教

育
の
必
要
性
も
訴
え
る
。 

　
経
営
側
は
こ
の
よ
う
に
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
枠

組
み
整
理
し
て
い
る
。 

　 　
経
労
委
報
告
で
の
主
張 

　
こ
う
し
た
基
本
的
な
考
え
方
は
、
経
労
委

報
告
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
競
争
力
強
化

に
向
け
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
し
た
同
報
告
で
は
、
改
め
て
、
新
た

な
働
き
方
の
軸
と
し
て
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を
提

唱
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
は
、
「
人

材
の
力
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
推
進
の
た
め

に
は
、
「
従
業
員
個
々
人
が
仕
事
の
や
り
が

い
、
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
個
々

の
生
活
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
働
き
方
が
必
要
と

な
る
」
と
主
張
し
、
企
業
と
従
業
員
双
方
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
、
「
新
た
な
働
き
方
の
推

進
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
実
践
を
求
め
て
い
る
。 

　
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
単

な
る
労
働
時
間
の
短
縮
や
休
暇
取
得
に
関
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
企
業
労
使
の
新
た
な
自

律
的
な
働
き
方
へ
の
挑
戦
」
で
あ
る
と
、
労

働
側
の
主
張
を
け
ん
制
。
主
目
的
は
、
急
速

に
進
行
し
つ
つ
あ
る
少
子
化
お
よ
び
高
齢
化

に
企
業
が
対
応
す
る
た
め
の
柱
で
あ
る
と
し
、

具
体
的
な
推
進
に
向
け
て
は
、
「
短
時
間
勤

務
、
裁
量
労
働
、
在
宅
勤
務
な
ど
の
労
働
時
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間
や
就
労
場
所
に
つ
い
て
、
多
様
か
つ
柔
軟

な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
選
択
肢
」
に
つ
い

て
、
労
使
で
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主

張
し
て
い
る
。 

　 　
金
属
労
協
は
賃
金
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ 

　
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
闘
争
の
二
本
柱
に 

　
こ
う
し
た
経
営
側
の
主
張
に
対
し
て
、
電

機
、
自
動
車
な
ど
大
手
金
属
メ
ー
カ
ー
の
労

組
で
構
成
す
る
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ

二
〇
〇
万
人
）
は
、
「
個
人
の
自
由
な
時
間

が
確
保
さ
れ
て
こ
そ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
長
時
間
労

働
の
是
正
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
の
談

話
を
発
表
し
、
異
論
を
唱
え
る
。
経
労
委
報

告
で
は
、
「
多
様
な
人
々
の
就
労
参
加
」
と

「
柔
軟
な
働
き
方
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
主

眼
に
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
生
産
性
の
向
上
を

も
た
ら
す
と
と
も
に
、
働
き
方
の
満
足
度
を

向
上
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

労
働
時
間
、
休
暇
以
外
に
も
、
勤
労
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
致
し
た
多
様
な
働
き
方
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
個
人
の
自
由
な
時
間
が
確
保
さ
れ
て
こ

そ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
長
時
間
労
働
の
是
正
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
」
と
反
論
。
労
働
時
間
の
問

題
を
優
先
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
、

強
く
主
張
す
る
。 

　
金
属
労
協
は
〇
七
闘
争
方
針
の
な
か
で
、

大
く
く
り
職
種
別
賃
金
の
形
成
に
よ
る
「
あ

る
べ
き
賃
金
水
準
」
の
追
求
と
あ
わ
せ
て
、

労
働
時
間
短
縮
な
ど
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
の
実
現
を
も
う
一
本
の
柱
に
掲

げ
る
。
そ
の
背
景
に
は
こ
こ
数
年
の
労
働
時

間
の
増
大
が
あ
る
。
金
属
労
協
の
集
計
に
よ

る
と
〇
四
年
以
降
、
年
間
の
所
定
外
労
働
時

間
が
二
〇
〇
時
間
を
超
え
、
年
間
の
総
実
労

働
時
間
が
二
〇
五
〇
時
間
前
後
に
ま
で
高
ま

っ
て
い
る
。 

　
時
短
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
集
ま
っ
て

い
た
一
九
八
九
〜
九
三
年
当
時
の
時
短
五
カ

年
計
画
の
最
終
年
に
比
べ
て
、
昨
年
は
年
間

総
実
労
働
時
間
が
一
〇
〇
時
間
も
伸
び
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
停

滞
し
て
い
た
時
短
闘
争
の
再
構
築
と
い
う
意

味
合
い
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
時
短
は
単
年

度
の
交
渉
で
実
現
し
に
く
い
面
も
あ
る
た
め
、

〇
七
年
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

「
ス
タ
ー
ト
の
年
」
と
位
置
づ
け
、
次
年
度

以
降
の
統
一
闘
争
の
下
地
作
り
に
力
点
を
お

く
。
目
標
で
あ
る
年
間
総
実
労
働
時
間
一
八

〇
〇
時
間
台
の
実
現
を
め
ざ
し
、
労
働
時
間

の
現
状
と
課
題
を
労
使
で
確
認
し
、
実
態
を

踏
ま
え
た
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
か
ら
着
手
。

時
間
外
割
増
率
に
つ
い
て
は
、
産
別
が
設
定

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
産
別
基
準
へ
の
到
達
を
全

組
合
が
取
り
組
む
方
針
だ
。 

　 　
連
合
は
時
間
外
割
増
率
ア
ツ
プ
を 

　
ミ
ニ
マ
ム
要
求
に 

　
一
方
、
連
合
も
経
労
委
報
告
の
発
表
直
後

に
古
賀
事
務
局
長
の
談
話
を
発
表
。
報
告
が

「
人
材
力
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
重

要
な
課
題
」
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
人
材
が
、

「
い
ま
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
か
現
状
認

識
が
欠
落
し
て
い
る
」
と
批
判
。
多
く
の
職

場
で
は
、
「
長
時
間
労
働
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
正
社
員
と
、
労
働
条
件
が
低
く
、
企
業
の

都
合
に
合
わ
せ
て
便
利
に
使
わ
れ
る
パ
ー
ト

や
派
遣
、
有
期
、
請
負
な
ど
の
労
働
者
へ
の

『
働
き
方
の
二
極
化
』
が
進
み
、
『
現
場
の

人
材
力
』
が
低
下
し
て
い
る
」
と
指
摘
。
そ

れ
は
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
「
人
へ
の
投

資
」
を
軽
視
し
て
き
た
企
業
の
人
事
政
策
に

起
因
す
る
も
の
と
し
た
う
え
で
、
日
本
経
団

連
の
主
張
は
、
「
働
き
方
の
二
極
化
」
を
放

置
し
た
ま
ま
、
「
使
用
者
に
使
い
勝
手
の
よ

い
働
か
せ
方
を
拡
大
す
る
こ
と
し
か
念
頭
に

な
い
提
起
で
あ
り
、
ま
し
て
や
、
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
導
入
は
言
語

道
断
で
あ
る
」
な
ど
と
の
反
論
を
展
開
し
て

い
る
。 

　
連
合
は
全
構
成
組
織
が
要
求
書
に
盛
り
込

む
こ
と
が
前
提
に
な
る
ミ
ニ
マ
ム
要
求
課
題

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
長
時
間
労
働
の
削
減

に
向
け
て
、
労
働
時
間
管
理
の
協
定
化
」
と

「
三
六
協
定
の
総
点
検
運
動
と
割
り
増
し
率

が
法
定
割
増
率
と
同
水
準
の
組
合
は
そ
の
引

き
上
げ
」
を
あ
げ
た
。
現
行
の
中
期
時
短
方

針
で
は
、
基
本
目
標
を
時
間
外
五
〇
％
、
休

日
一
〇
〇
％
の
実
現
に
お
い
て
い
る
が
、
今

季
闘
争
で
は
当
面
の
目
標
と
し
て
、
「
す
べ

て
の
組
合
が
時
間
外
割
増
率
三
〇
％
、
休
日

割
増
率
四
〇
％
の
達
成
を
め
ざ
す
」
と
し
た
。 

　
ま
た
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
に
基
づ

く
行
動
計
画
の
内
容
や
三
〇
〇
人
以
下
の
企

業
に
お
け
る
行
動
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い

て
、
点
検
・
集
約
し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ

る
よ
う
求
め
て
い
る
。 

　
連
合
は
、
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
考
え
方
を
ま
だ

打
ち
出
し
て
い
な
い
。
来
年
度
に
改
定
予
定

の
中
期
時
短
方
針
で
、
時
短
に
向
け
た
あ
ら

た
な
中
長
期
的
目
標
値
や
手
法
を
整
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
中
で
連
合
版
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
枠
組
み
が

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。 

　 　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
で
は
育
児
関
連
の 

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
要
求 

　
民
間
最
大
の
単
組
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
（
森

嶋
正
治
委
員
長
・
一
八
万
人
）
は
、
グ
ル
ー

プ
八
社
の
労
働
組
合
が
設
定
す
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
関
連
の
統
一
要
求
と
し

て
、
①
育
児
に
携
わ
る
組
合
員
の
支
援
②
時

間
外
割
増
率
が
法
定
水
準
の
場
合
の
「
五
％
」

以
上
の
改
善
―
―
を
決
め
て
い
る
。 

　
子
育
て
支
援
の
統
一
要
求
の
具
体
的
な
内

容
は
二
つ
。
第
一
が
、
短
時
間
勤
務
制
度
を

小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
延
長
す
る
こ
と
、

第
二
が
育
児
等
に
よ
り
退
職
し
た
社
員
の
再

採
用
の
制
度
化
で
あ
る
。 

　
こ
の
他
、
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
、
時
間

外
自
粛
日
の
拡
大
、
不
妊
治
療
を
目
的
と
す

る
休
暇
・
休
職
の
創
設
、
出
産
時
に
お
け
る

男
性
看
護
休
暇
の
有
給
化
、
育
児
関
連
目
的

に
よ
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
休
暇
の
取
得
、
柔
軟

な
勤
務
制
度
の
拡
大
、
単
身
赴
任
帰
郷
回
数

の
増
加
―
―
な
ど
も
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
要

求
に
盛
り
込
ん
で
い
く
考
え
だ
。 

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
で
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
「
労
働
者
の
生
き
方
を
提
起
し
、

そ
の
具
体
化
を
図
る
こ
と
」
（
森
嶋
委
員
長
）

と
位
置
づ
け
て
お
り
、
上
部
団
体
の
情
報
労

連
の
検
討
と
あ
わ
せ
、
今
後
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
夏
の
定
期
大
会
で
の

政
策
の
確
立
に
向
け
て
、
議
論
を
深
め
て
い

く
考
え
だ
。 

　
い
ま
の
と
こ
ろ
、
取
り
組
み
内
容
や
手
法

の
フ
ォ
ー
カ
ス
が
あ
っ
て
い
な
い
た
め
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
る
労
使
の

状
況
は
同
床
異
夢
と
も
い
え
る
。
と
は
い
え
、

今
季
交
渉
を
出
発
点
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
関
連
の
協
議
や
交
渉
は
継
続
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

（
調
査
部
・
主
任
調
査
員
　
荻
野
登
） 


